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1    はじめに 

 コンピュータの能力が向上するに伴い，その利

用方法もますます拡大されてきている．コンピュ

ータに関する基本的な知識を持たない人もコン

ピュータに触れることが増えたため，人とコンピ

ュータをつなぐインタフェースにも，人とコンピ

ュータ間におけるより柔軟なコミュニケーショ

ンを実現する能力が求められるようになってい

る． 

 その一つの方向性として，文章表現から人の感

情を読み取るというものがある． 

文章中に記された動作や会話から，その動作主

や会話主などの，いわゆる動作主体の感情を推定

するといった研究が多く行われている[1][2]．コ

ンピュータに人間の感情情報を読み取らせるこ

とで，読み取った感情情報に応じて，ユーザのニ

ーズにより柔軟に対応可能になることが考えら

れる． 

各々の動詞，形容詞などについて，その主体の

どのような感情を表現するかという情報を，各動

詞や形容詞ごとに考えるという観点においての

研究が見られる．これに関して，ある動作や言動

に付随して発生するものとしてその主体の感情

がある一方で，主体の動作の対象となった被行為

者の側にも，その動作の結果として何らかの感情

が発生することが推察できる．例えば文中に「殴

る」という動作が存在した場合，その行為者のみ

ならず，被行為者の側にも何らかの感情が発生す

ることが考えられる，といった具合である． 

 ここではWebマイニングを用いて，文章中の

行為表現の能動態および受動態と，感情を示す語

のデータベース内の単語との共起関係を調べる

ことで，行為者及び被行為者の感情を推定する手

法を提案する． 

 

2 関連研究 
 本研究は，以前の研究[3]において行った，童

話などの物語文における登場人物の感情の推測

について，新たな手法の一つとして提案するもの

である． 

 ブログの文章やチャットの話し言葉など，その

文章の話者が定まっており，その話者の感情を推

定する場合に比して，物語文の登場人物の感情推

測は，複数の登場人物の関係性にも左右され，ま

た，文中の登場人物の動作により関係性そのもの

も変化していく． 

 このため，一つの動作から，その動作の行為者

の感情のみではなく，動作の対象となった被行為

者の感情も同時に推測することで，物語文におけ

る登場人物の感情の読解をより効率よく行える

と考えられる． 

本研究において使用している『ML-Ask システ

ム』[4]についても説明する． 

 ML-Ask は『感情表現辞典』[5]を利用して，感

情をカテゴライズしている．感情をカテゴリ化す

るのは，人間の感情という情報を，コンピュータ

が扱いに優れる数値へと変換することで，コンピ

ュータが感情という情報を扱うことが可能とな

るだろうという考えによる． 

感情表現辞典では，「喜・怒・哀・怖・恥・好・

厭・昂・安・驚」という 10種類の感情各々の表

現が収集されている．カテゴリ化に関しては，プ

ルチックの立体モデルやEkmanの表情に基く 6

分類など様々なものがあるが，施らの手法では，

この 10種類のカテゴリを用いて感情を分類して

いる．感情表現辞典は日本語の言語表現を前提と

した感情分類であり，日本語が関連する研究に適

していると考えられる．本研究においてもこの分

類を利用し，人間の感情をこれらの 10種にカテ

ゴライズするものとする． 

 感情表現辞典の分類に基き，ML-Askシステム

では，各々の感情状態を表す表現をデータベース

化し，感情表現データベースとして用いている．

本研究では，このデータベースを利用する． 

 

3 提案手法 
 文章中に表れる語に対し，検索エンジンを用い

て，ML-Askの感情表現データベース内の各表現

との and検索を行い，得られた検索件数を記録

する． 

また，感情表現データベース内の各表現に対し

てそれぞれ単一で検索エンジンにかけ，同様に検

索件数を得る． 

これらの比から，文章中の語に感情表現データ

ベース内のどの表現との共起が見られたか，また，
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どの感情カテゴリ内の表現との共起が最も頻繁

に見られたかが観察可能である．ここでは検索エ

ンジンとして，Bingの検索 api[6]を用いる． 

これらの処理を，行為者と被行為者が存在する

と判断できる「動作」を示す語において，その語

の能動態及び受動態に施し，結果をデータベース

化することによって，文章中の一つの表現から，

その行為者と被行為者両方の感情を推測するシ

ステムを提案する． 
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